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研究成果の概要（和文）：本研究は，教室内の第二言語（英語）授業を研究対象とし，教師がプ

ロジェクト型グループ学習(PBL)という，予め決められた手続きによる授業展開によって授業

を展開した際に，生徒は英語をどのように習得するのか，また，その際に教師と生徒は英語の

授業についてどのような動機づけを抱くのかを，東アジアの３つの高等学校において分析・検

証した研究である。その結果，各高校の教師は PBL 型英語授業に強く動機づけられて授業を

構築し，各高校の生徒はグループ学習による豊かな議論と様々な社会的道具によって英語を習

得する過程が浮き彫りとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The current research aims at interpreting how English teachers’ 
teaching motivation and students’ learning motivation change through experiencing a 
series of project-based learning (PBL) in their classrooms.  The data came from three 
different high schools in three different regions in Far East; Toyama (Japan), Suwon (South 
Korea) and Beijing (China). The narrative interview data were interpreted qualitatively 
from a sociocognitive perspective. The result reveal very positive change in motivation for 
both teachers and students in all three regions over the period when PBL group work was 
conducted.  Particular refer is made to English language acquisition from a sociocognitive 
perspective in that group work in every classroom offered rich sociocognitive affordance for 
students’ final writing projects, and thus students from each classroom made significant 
progress in their English language writing through a rich group discussion environment. 
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１．研究開始当初の背景 
英語学習の動機づけ研究は，世界的潮流で

あった 90 年代の量的アプローチ中心の捉え
方から，質的アプローチによる描写への関心
と試行へ拡大しつつある。そのような中で，
本研究者はこの報告書で報告する前の科研
費研究（2006 年～2008 年度，課題番号
1840428，「韓国・中国の学校英語教育現場に
おける教師の動機づけ研究に関する基礎研
究」）において，半構造化インタビューによ
る英語教師の質的動機づけ研究を展開して
きた。研究を進めるに従い，あらたに２つの
課題が明らかになり，これらの課題を探求す
るためには，2006 年～2008 年の科研費によ
るこの研究を進化発展させた新たな研究を
計画する必要性が生じてきた。具体的には以
下の３点である。 
まず，2006 年～2008 年の研究では，単発

の英語授業を対象とし，教師の英語授業に関
する動機づけを研究対象としたが，元来動機
づけ研究は長期的視点に立った動機の変容
を捉えることが重要であるため，１つの研究
サイトにおける研究期間の長期化を必要と
した点。２つめは，2006 年～2008 年の研究
が韓国と中国の学校現場を研究サイトとし，
それぞれの英語教師の授業をコントロール
することなく分析したが，本研究は，プロジ
ェクト型グループ発表授業(PBL)という共通
した授業展開法を富山，水原，北京の３つの
高校現場に適応した点。これによって同一手
法による国家間の教師の英語授業への動機
づけと国家の英語カリキュラムとの関連性
を探求できるようにした。そして３つめに，
研究背景である学習理論が進化した点。具体
的には，2006 年～2008 年の研究では社会文
化理論や状況理論を援用していたが，本研究
では申請当時萌芽的理論として注目されつ
つあった「社会認知理論 (Sociocognitive 
Approach)」を援用理論とした点である。こ
れらを研究背景として本研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
東アジア 2か国の高校段階の学校英語教育

現場を長期的に観察参与し，特にプロジェク
ト型グループ学習の英語授業による学習者
と授業者の動機づけがどのようなプロセス
で進展するのかを，第二言語習得の社会文化
的要因と認知的要因を視野に収めた，社会認
知的アプローチによって究明する。 
 
３．研究の方法 
本研究は，4 年間にわたり下表の計画表に
従って現地での研究打合せ，現地参与観察か
ら論文執筆・報告書作成までを一括にして実
施した。1 回のプロジェクトの課題提示から
グループ発表までの期間は各教室によって

異なり，富山の場合，1 回のプロジェクトは
4－5 回の授業で構成され，約 3 週間かかった
が，韓国・中国の教室では，滞在期間の制限
から，1 回のプロジェクトに３日を費やした。 

現地 H21 H22 H23 
富山 ◎✍◎✍◎✍ ◎✍  
韓国 ■   ■ ◎✍◎✍◎✍ ◎✍  ◎ 
中国 ■   ■ ■   ■ ◎✍◎✍ 
分析    
学会 ✔*         ✔ ✔    ✔ ✔   ✔ 
論文 ✔*    
現地 H24 
富山  
韓国 ✍ ◎✍  

◎：参与観察・データ収集 
✍：データ整理 
■：研究打ち合わせ 
✔：実施時期 

中国 ◎✍◎✍◎✍ 
分析  
学会 ✔  ✔ 
論文    ✔ 

1 回分の参与観察，データ収集手続きをま
とめると以下のようになる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
データ分析方法手続きは以下のとおりであ
る。 
 
(1) 授業の発話プロトコルテクスト作成 
(2) stimulated recall の箇所の選定 
(3) 半構造化インタビュー実施 
(4) インタビューテクスト文字起こし 
(5) 複数の分析者によるノード化 
(6) NVivo 9による動機づけ解釈 
 
参加校は 3 か国ともに後期中等教育機関，

すなわち日本の高等学校に相当する学校で
ある。富山は私立高校(3学年 26 クラス 867
人)。韓国・水原は公立外国語高等学校（3学
年 5カ国語学科 24 クラス 641 人）。中国・北
京は大学付属（高級）中学高級中学（日本の
高校に相当，3学年 30 クラス，1,753人）。 
各国サイトでの授業実践と教師，生徒への

半構造化インタビューは以下のとおり実施
された。 
 

富山サイト 
富山サイトでは本科研費による研究に先

立つ H20年度に別の競争的研究資金を得て研

参与観察① 
授業全体撮影 

1 グループ接写 

参与観察② 
授業全体撮影 

1 グループ接写 

参与観察③…⑤ 
授業全体撮影 

1 グループ接写… 
Project 発表撮影 

１グループの生
徒の Pre- writing 

データ収集 
 

１グループの生
徒の Post- writing 

データ収集 
 



究を先行実施していたため，2 年間を通じて
異なる 2 名の教師(教師 A，30 歳代男性;教師
B,40 歳代男性)の実践と，その実践における
3 名の生徒についての分析が可能となった。3
名の生徒は 2008 年時 2 年生であった。分析
対象のプロジェクトは以下のとおりである。 
 
教師A 
 Cartoon Project (2008/5-7) 
Creative Writing Project (2008/10-11) 
Feeling Pains of the Disabled（2009/1-2） 

教師B 
Inventing New Product （2009/6） 
Meeting ETs in Outer Space（2009/10-11） 
 
半構造化インタビューは教師，生徒ともに

卒業後の 2011年 1 月に実施された。 
韓国・水原サイト 
教師 C（30歳代男性）は今回のプロジェク

ト参加に快諾を示した気鋭の有能な若手教
師である。分析対象となったプロジェクトは
以下のとおり。 
 
教師C 
 1) Organizing a Field Trip (201/7) 
 2) Creative Poems (2010/11) 
3) Making an English Newspaper (2011/7) 

 
それぞれのプロジェクトは 3 日間，正規の

授業が終了した放課後や夜の自習時間を利
用して実施された。参加生徒は 1)27名, 2)27
名，3)18名。生徒は全員 1年生。専攻は中国
語，日本語，英語である。このうち，初回か
ら最終回のプロジェクトを通して，5 名の学
習者に固定して参与観察を実施した。教師と
生徒への半構造化インタビューは，1)につい
ては 2)の期間中に，2)については 3）の期間
中に，3)については 2011年 11 月に実施され
た。 
中国・北京サイト 
北京サイトで参加した教師 D(30歳代女性)

は，本研究者が 2005 年以来研究上交流のあ
る高校の英語教師であるが，今回未経験の
PBLグループ発表型授業を，1クラス 60名近
い環境で実施することに意義を見出してく
れた。分析対象としたプロジェクトは以下の
とおりである。 
 
教師D 
 1) Live Style Project (2011/9) 
 2) Designing a Travel Brochure (2012/5) 
 
いずれのプロジェクトも教師 Dの普段の英

語の授業を 3コマ利用して実施された。対象
クラスは 1 年生 1 組 60 名。このうち 4 名の
生徒に固定して参与観察を実施した。教師と
生徒へのインタビューは，1)については 2012

年 2 月に，2)については教師につてを 2012
年 9月に実施し，生徒については尖閣諸島に
係る外交問題の影響を受け，教師と同時には
実施出来ず，2012年 12月に実施した。 

 
４．研究成果 
(1)富山サイト 
①PBL グループ学習の接写画面を分析した結
果，生徒間における相互作用（顔の表情や身
体動作を含めた動態，言語による教え合い）
が，プロジェクトレポートの成果である英文
表現に好影響を与え，英語習得における生徒
個々人の認知的側面が他者との社会的相互
作用と密接に関連する様子が浮かび上がっ
た。 
②3名の生徒は，教師 A,教師 Bのそれぞれの
PBL の取り組みに対し，興味関心を持って取
り組んだ。特に，PBL によるグループ学習か
ら得られる英語学習への高い動機づけは，3
名の学習者の将来への展望にも大きな影響
を与えていることが判明した。 
③教師 Aが設定する多様なプロジェクトに対
し，その主題の意義を積極的に見いだせたプ
ロジェクト主題と，主題そのものの難度が高
く，また高校生の課題としてもその意味づけ
に苦労するプロジェクトがあることも判明
した。 
④一方，教師 A にとって，PBL で扱う主題は，
必ずしも生徒が在学中に展望可能な主題だ
けに留まらず，生涯をかけて探究すべき普遍
的主題も敢えて設定することでより深い意
義づけをするという動機を持っていること
が判明した。 
⑤教師 Bは採用後まだ日も浅く経験が短いに
もかかわらず，3 名の生徒の 3 年次の学級担
任と PBLグループ学習の英語担当という重責
を担いながら，PBL グループ学習を構築する
上で，生徒からのフィードバックを足場にし
ながら授業を構築する動機付けとしている
ことが判明した。 
⑥その一方で，教師 Bが生徒のプロジェクト
発表に際し，発表スクリプトを完全に暗記す
るかしないかについて，生徒の達成度に任せ
る発言があるのは，学校全体の統一的 Can-do
リストが未定であることが一因であり，今後
のこの高校における英語教育の方向性を示
唆するものとなった。 
 
(2）韓国・水原サイト 
①教師 C は，マルティメディア（音楽 TV,ル
ーレット，あみだくじ等順位づけコンピュー
ターフリーソフト）を援用した授業が得意で
あり，これらのマルティメディア教材が授業
のタスクの現実感を高め，参加した生徒の英
語学習を強く動機づけていることが判明し
た。 
②参加した生徒のうち，分析対象となった 4



名の生徒は，日頃の英語授業が大学入試準備
中心の形態であるのに比べ，本研究のために
準備された授業では，英語をコミュニケーシ
ョンの道具として使いながらしかも英語の
ライティングの上達を目指した授業であっ
た点に強く動機づけられていることが判明
した。 
③教師 C は本授業構築に際し，生徒の大学入
試にも役立ち，しかも教師にとっても意味の
あるタスクを設定することを動機として持
っていることが判明した。 
④PBL 型グループ学習時における 4 名の生徒
の接写画面を社会認知的アプローチに基づ
いて分析した結果，4 名の生徒の第二言語（英
語）習得について，生徒同士の手振り，動作，
アイコンタクトといった，社会文化理論では
scaffolding の枠外として捉えられる微細な
動きが社会認知的アプローチでは分析対象
と な り ， そ の 結 果 ， こ れ ら の 微 細 な
scaffolding が生徒の活発な議論を誘発し，
英語ライティングの創造性に好影響を与え
ていることが判明した。また，結果として完
成 し た 英 文 ラ イ テ ィ ン グ に は ， peer 
collection が有効に働いたことが確認され
た。 
(3) 北京サイト 
①教師 D にとって本研究への参加の動機は，
PBL 型グループ学習形態という未経験の授業
実践に挑戦し，自身の英語授業の幅を広げる
点にあったことが判明した。その目的どおり，
今回の経験は有用で，60名規模の授業では頻
繁には実施できないものの，生徒にとっても
非常に有用な授業実践であると実感したこ
とが判った。 
②教師 D の教材について，2005 年，2007 年
時の単発授業の参与観察時の教材に比べ，今
回の授業では，3 コマの授業の中で「聴く」，
「読む」，「書く」，「話す」という 4 領域の活
動をうまく盛り込まなければならず，この点
で教材につてはタスクの統合化が肝要であ
り，教材の進化もこの点が反映していること
が判明した。また，1 回目のプロジェクトよ
り 2回目のプロジェクトの方が，教材のステ
ップ化が進化しており，平易難へと無理な
く学習が進行する工夫が随所に施されてい
た。また，生徒のインタビューからも教材の
この配列についての意見があり，自分で気が
つかないうちに無理なく深い議論へと誘っ
てくれる教師 Dの教材に強く動機づけられて
いる点が判明した。 
③伝統的な中国の英語授業と比べ，PBL 型グ
ループ学習における教師の役割は，絶対的権
力を持った「教える師」から「支援者」「補
助者」への役割が期待されるが，この教師の
「支援者」「補助者」へのシフトは，現代の
中国教育改革とも合致したシフトであり，教
師 Dにとってその切り替えが難しい感があっ

たことが判明した。 
④教師 Dが限界を感じている通常の英語授業
での英文ライティング指導が，本 PBL型グル
ープ学習授業では実現できた点が，教師 Dの
英語授業構築への動機付けに好影響を与え
ていることが判明した。 
⑤PBL 型グループ学習への教師と生徒の動機
づけは，個人学習を基盤とした通常の英語授
業にはない，協働性にあることが最も大きな
要因である点が確認された。また，この協働
性は，初回より 2回目の PBL 型グループ学習
の方が高度になっていることが生徒のイン
タビューからも判明した。ことにこの協働性
を核とした授業形態は，地方の初級中学（日
本の中学校に相当）をトップクラスで卒業し，
北京の進学校に進学した高校 1年生の生徒に
とっては極めて新鮮で，英語をコミュニケー
ションの道具として使う授業に強く動機づ
けられたことが判明した。 
⑥グループ学習の接写データを分析した結
果，4 名の生徒のライティングの質が 3 日目
の最終発表が近づくにつれて急速に向上し
ていく過程が浮き彫りとなった。ことに，社
会認知的アプローチによるナラティヴ分析
から，リーダー的存在の生徒の知とオンライ
ンで活用できるスマートフォンからのウェ
ブの知，そして，元来これら 4名の生徒が持
っている，中国各地方の初級中学でのトップ
層の学力知生徒の英語習得への認知が，豊か
なグループ討論を通じてライティングへと
反映される課程が明らかとなった。 
⑦大学入試という要因が，北京においても教
師・生徒の双方の動機づけに微妙な影響を与
えていることが判明した。教師 Dにとっては，
今回の PBL型グループ学習で得られた経験は
少なからぬ貴重なものであることが判明し
たが，北京の有名大学に送り込む生徒の数が
高校の発展に直結する中国の後期中等教育
機関の現況では，今回の PBL 型グループ学習
は，彼女が勤務する高校での主流の実践に据
えることはできないことが判った。また，生
徒にとっても，確かに PBL型グループ学習に
よって協働性が養われ，本来の英語使用の目
的が体感できるこの授業展開に強く動機づ
けられていたが，大学入試のための授業への
渇望も持っており，英語は元来好きだが，中
国社会の中で成功しなければならないとい
う，北京の高校生のダブルスタンダードを好
む好まざるにかかわらず包含しなければな
らない現実が浮き彫りとなった。 
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